


「Progress2013」では、売上拡大を骨子としており、プロジェクト管理を徹底するだけで

はなく、成長戦略に沿った開発・生産体制とするため、積極的な人材採用と社員の育成、優

れた開発パートナー企業の開拓を図り、常に高品質なソリューションを安定的に提供できる

企業体制を構築します。 

 

（３）中国展開の事業化 

「Athlete2010」の 3年間では、2011年に上海の企業と資本提携を行い、日系現地法人に対

し質の高い ECサイト構築ソリューションを提供してきました。また、2012年には、今後の中

国市場への本格的な展開のための基礎固めとして、中国人技術者を積極的に採用し、育成し

てまいりました。 

2013年度からの「Progress2013」では、中国市場への本格的な販売展開のために、各製品

を中国現地向けにローカライズ対応し、強力な現地販売パートナーとともに中国市場開拓を

行ってまいります。その第一弾として、「SI Object Browserシリーズ」の中国現地対応版の

販売総代理店を設置いたします。 

 

（４）ストック型ビジネスのさらなる伸長 

2010年度から「SI Object Browser」の有償保守サービス、「SI Object Browser PM」のク

ラウド提供を開始し、着々とストック型の売上高を伸ばしてまいりました。2013年２月期の

ストック売上（保守売上＋クラウド売上）は、前年比 31.8％増となる見込みですが、フロー

売上（パッケージ売上＋カスタマイズ開発売上）も前年比 27.7％増と成長が著しかったため、

2013年２月期のストック化率（全社売上高に占める保守売上＋クラウド売上の比率）は15.5％

となる見込みです。 

更なるストック型ビジネス拡大のため、2013年２月期から新規に開発するパッケージソフ

トウェアについては、全てクラウドサービスによる提供を行うこととしております。まず第

一弾として、2012年 12月に「SI Mobile Portal for Shop（通称モバポタ）」をリリースし、

2013年度上期にも第二弾の新製品をクラウドサービスベースでリリースする予定です。 

今後の計画では、これらを推し進めることにより、ストック売上を毎年 20％増で成長させ、

2016年２月期でのストック化率 20％を目指します。 

 

３．業績目標 

 （参考） 
2013 年 2 月期 

業績予想 
（2013年3月19日発表） 

2014 年 2 月期 2015 年 2 月期 2016 年 2 月期 
 

目標 
前期比 

増減率 
目標 

前期比 

増減率 
目標 

前期比 

増減率  

売上高（百万円） 2,650 2,920 10.2％ 3,220 10.3％ 3,550 10.2％ 

営業利益（百万円） 400 420 5.0％ 480 14.3％ 600 25.0％ 

営業利益率 15.1% 14.4％ ‐ 14.9％ ‐ 16.9％ ‐ 

 

2014年２月期からの３年間も２桁成長を目標とし、2016年２月期には 3,550百万円の売上高

を計画しております。営業利益も５年連続で過去最高を更新し続けて 2016年２月期には６億円

に到達する計画です。 

 



４．上場市場の変更 

2012年２月期と 2013年２月期の業績が順調に伸びたことにより、2012年３月に中期経営計

画で発表した東証２部への市場変更を１年前倒しにし、2013 年度での市場変更を目指します。

引き続き上記の業績目標を達成することにより、東証１部へのステップアップもスピーディに

実現したいと考えています。 

 

図：「Progress2013」の業績目標 

 

（注）上記予想値、目標値につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき、当社の判断で作

成したものであり、将来の業績を保証するものではありません。今後の様々な要因により

実際の業績等は変動することがありますので、ご了承ください。 

 

以上 

 


